
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
は
４
月
６
日
現
在
、
１
２
２

支
部
が
有
額
回
答
を
、
そ
の
う
ち
３
８
支
部

が
５
次
～
２
次
の
上
積
み
交
渉
、
ス
ト
ラ
イ

キ
と
産
別
団
交
を
軸
に
回
答
を
引
き
出
し
て

い
ま
す
。
支
部
平
均
は
７
４
１
３
円
（
２
．

６
８
％
）
と
な
り
昨
年
同
時
期
の
回
答
を
１

６
４
８
円
（
０
．
５
％
）
上
回
っ
て
い
ま
す
。

１
万
円
以
上
の
回
答
は
２
４
支
部
分
会
と
な

り
ま
し
た
。

日
本
シ
ャ
ッ
タ
ー
分
会
で
は
１
７
年
ぶ
り

に
基
本
給
が
５
０
０
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

２
月
２
４
日

要
求
提
出

①
賃
上
げ

雇
用
形
態
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
く
社
員
の
基
本
給
を
一
律
１
万
円
以

上
引
き
上
げ
る
こ
と

②
夏
季
一
時
金

正
社
員
基
本
給
の
１
．
７
ヶ
月
を
支
給
し

「
年
間
３
．
２
ヶ
月
の
一
時
金
」
と
す
る
こ
と
。

４
月
５
日

集
約

４
月
５
日
の
団
体
交
渉
で
次
の
内
容
を
確

認
し
賃
上
げ
に
関
し
て
は
集
約

①
賃
上
げ

雇
用
形
態
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
く
社
員
の
基
本
給
を
一
律
５
０
０
０

円
引
き
上
げ
る
。

②
夏
季
一
時
金

会
社
は
組
合
に
対
し
て
遅
く
と
も
２
０
２

３
年
５
月
１
１
日
ま
で
に
夏
季
一
時
金
の
支

給
に
関
す
る
回
答
を
提
示
す
る

社
長
「
会
社
の
現
状
は
売
上
げ
も
純
利
益
も

落
ち
込
み
が
激
し
い
。
（
組
合
調
査
で
も
過

去
１
０
年
で
最
低
の
状
況
）
賃
上
げ
で
き
る

状
況
で
は
な
い
が
最
近
は
諸
物
価
の
高
騰
が

続
い
て
い
る
と
い
う
事
情
を
考
慮
し
た
」

①
賃
上
げ

一
般
社
員
は
一
律
４
４
０
０
円
（
平
均
基

準
内
賃
金
２
９
４
３
７
０
円
の
１
．
５
％
相

当
額
）
と
し
、
全
額
基
本
給
に
組
み
込
む
。

②
新
入
社
員
の
初
任
給
（
基
本
給
）

全
学
歴

５
０
０
０
円
ア
ッ
プ

③
若
年
層
の
賃
金
補
正

初
任
給
改
訂
に
と
も
な
う
若
年
層
の
補
正

は
必
要
に
応
じ
て
別
原
資
で
行
う
。

④
子
育
て
世
代
の
生
活
支
援

育
児
に
お
け
る
勤
務
時
間
の
短
縮

小
学
校
入
学
か
ら
小
学
校
３
年
生
の
３
月

末
ま
で
、
無
給
で
１
時
間
／
日
の
時
間
短
縮
、

食
事
補
助
金
支
給
の
対
象
と
す
る
。

崎
陽
軒

賃
上
げ
要
求

崎
陽
軒
で
働
く
組
合
員
の
Ａ
さ
ん
は
、
有

期
雇
用
で
１
０
数
年
、
無
期
雇
用
に
な
っ
て

５
年
。
こ
の
間
一
度
も
賃
上
げ
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
生
活
を
守
る
た
め
、
初
め
て
の

春
闘
で
賃
上
げ
を
要
求
し
ま
し
た
。

３
月
２
４
日

要
求
提
出

①
現
在
の
賃
金
を
日
額
１
万
４
千
円
に
引
き

上
げ
る
こ
と
。
（
手
取
り
２
０
万
円
以
上
と

す
る
こ
と
）

②
夏
季
一
時
金
と
し
て
正
社
員
と
同
等
の
支

給
率
で
支
給
す
る
こ
と
。

③
賃
金
明
細
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
。

４
月
１
２
日

第
１
回
団
交
開
催

組
合
か
ら
「
１
６
年
に
わ
た
り
、
日
給
９

千
円
で
一
度
も
賃
上
げ
が
な
く
、
無
期
雇
用

に
な
っ
た
２
０
１
８
年
以
降
も
賃
上
げ
が
な

い
。
物
価
高
騰
の
折
、
生
活
給
と
し
て
手
取

り
２
０
万
円
の
賃
金
が
必
要
。
要
求
の
通
り

増
額
を
求
め
ま
す
。
」
と
要
求
を
説
明
。
次

回
団
交
（
４
月
２
８
日
）
で
具
体
的
な
回
答

を
求
め
る
。

【
細
谷

記
】

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp
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賃
上
げ

７
４
１
３
円

１
７
年
ぶ
り
の

基
本
給
引
き
上
げ

三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
会

４
月
１
０
日
集
約

初
め
て
の
春
闘



要求提出
回答指定日

２３年要求内容 2３年回答内容

要求提出：2／22 賃上げ一律10,000円 5,000円　　春闘妥結
回答指定日：４／５ 夏季一時金　１．８ヶ月 ５月１１日までに回答

要求提出：2／22 （１）  賃上げ一律18,000円 4,400円　　春闘妥結

回答指定日：３／８ （２）  初任給の改善

初任給
全学歴　5,000円アップ
高卒　　　　165,000円
高専・短大卒（２年）
　　　　　　177,000円
高専・短大卒（３年）
　　　　　　185,200円
大学卒　　　198,000円
大学院卒　　216,000円

（３）  中途採用の賃金改善
（４）  再雇用者の賃金改善
（５）  子育て時短勤務２Ｈ有給 無給で１日１時間の短縮
（６）統一要求書

要求提出：3／24
賃上げ 9,000円を14,000円（手取り
20万円以上）に

回答指定日：4／12 夏季一時金を正社員と同等に支給
賃金明細の説明を

27,696円（組合員一人平均）
　　配分　一律70％　調整30％

付帯要求
①新規採用の継続

②物価高騰による支援給付金の要求
一年間限定で一律 5,000円／月（令和
５年３／２１～令和６年３／２０）まで

③骨髄ドナー特別有休休暇の要求
ドナー登録しているものが、ドナーに選
ばれ、骨髄移植等に必要な検査・入院す
るときに１０日を限度とし、その必要な
日数を有休の休暇とし与えること。但し
会社が必要と認める場合この日数を延長
すること。

30,000円 2,063円　妥結

25,000円 4,000円　妥結

5,300円（1.74％）
＋ベア平均28,700円（9.47％）
＝平均34,000円（11.2％）

7,470円（2.42％）
　　上積み交渉中
出産一時金
　一子あたり10万円

10,539円 平均5,789円で妥結

40,000円 7,565円＋α（2.81％）

21,674円
平均定昇額6,565円
＋ベースアップ1,000円
＝7,565円　4／21団交

5,000円
妥結　定昇　＋
特別手当（一律2万円）

通信産業本部

三興製鋼

松永製作所

富田電機

ＩＳＢ

気工社

IBM横浜北

日本高周波

東京ｽﾁｰﾙｾﾝﾀｰ

東京衡機（友好）

崎陽軒

支部・分会名

5,000円　妥結

ＪＭＩＴＵ神奈川地方本部　2023春闘回答状況

次回団交　４／２８

川
　
崎
　
支
　
部

日本ｼｬｯﾀｰ分会

三和ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ分会

7110号 （２）



メ
ー
デ
ー
は
、
世
界
中
の

労
働
者
が
連
帯
・
団
結
し
て
、

働
く
仲
間
の
手
で
未
来
を
つ

く
り
だ
そ
う
と
開
催
し
て
き

た
労
働
者
の
祭
典
で
す
。
１

８
８
６
年
５
月
１
日
に
ア
メ

リ
カ
・
シ
カ
ゴ
の
労
働
者
た

ち
が
労
働
環
境
の
改
善
（
８

時
間
労
働
制
な
ど
）
を
求
め

て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
起
こ
し
ま

し
た
が
、
資
本
家
は
警
察
を

使
っ
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
弾
圧

し
労
働
者
４
人
が
死
亡
し
ま

し
た
。

こ
の
事
件
を
う
け
労
働
者

た
ち
が
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ

が
起
き
た
５
月
１
日
を
国
際

的
な
労
働
者
の
日
と
し
て
、

労
働
者
の
、
国
際
的
な
共
同

行
動
を
と
呼
び
か
け
た
こ
と

が
メ
ー
デ
ー
の
始
ま
り
で
す
。

日
本
で
は
１
９
２
０
年
５

月
２
日
、
東
京
・
上
野
公
園

に
１
万
人
が
結
集
し
て
、
日

本
で
は
じ
め
て
屋
外
集
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
で
は
な
く
２
日
が
日
曜

日
だ
っ
た
た
め
で
す
。
翌
年

か
ら
は
５
月
１
日
に
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
１
９
３
６
年
以

降
は
弾
圧
に
よ
り
、
第
２
次

世
界
大
戦
の
終
結
ま
で
開
催

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

川
崎
で
は
１
９
２
７
年
５

月
２
日
に
第
１
回
川
崎
メ
ー

デ
ー
が
稲
毛
神
社
で
開
催
さ

れ
、
約
１
５
０
０
名
が
参
加

し
、
健
康
保
険
法
改
正
や
労

働
環
境
改
善
、
治
安
維
持
法

反
対
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

始
ま
り
ま
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
１
９
８

９
年
の
第
６
０
回
メ
ー
デ
ー

に
於
い
て
、
労
働
運
動
の
右

翼
的
再
編
が
す
す
み
、
メ
ー

デ
ー
に
変
質
・
分
断
攻
撃
が

持
ち
込
ま
れ
、
現
在
で
は
、

大
企
業
を
中
心
と
し
た
労
働

組
合
（
連
合
組
織
）
で
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
理

由
に
５
月
１
日
で
は
な
く
、

４
月
の
末
に
開
催
し
て
い
ま

す
。こ

の
メ
ー
デ
ー
の
変
質
・

分
断
攻
撃
に
反
対
す
る
労
働

組
合
や
民
主
団
体
な
ど
が

「
第
６
０
回
メ
ー
デ
ー
実
行

委
員
会
」
を
結
成
し
、
世
界

中
の
労
働
者
が
連
帯
・
団
結

し
、
５
月
１
日
に
「
た
た
か

う
メ
ー
デ
ー
」
と
し
て
継
承

し
継
続
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
第
９
４
回
を
迎

え
、
神
奈
川
県
内
１
０
ヵ
所

で
行
わ
れ
、
川
崎
メ
ー
デ
ー

は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
４
年
ぶ

り
と
な
り
、
新
た
な
会
場

（
中
原
平
和
公
園
・
で
あ
い

の
広
場
）
で
の
開
催
と
な
り

ま
す
。

中
央
メ
ー
デ
ー
ス
ロ
ー
ガ

ン
「
働
く
も
の
の
団
結
で
生

活
と
権
利
を
守
り
、
平
和
と

民
主
主
義
、
中
立
の
日
本
を

め
ざ
そ
う
」
を
基
本
に
サ
ブ

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
は
各
地
域
の

要
求
を
集
め
で
行
わ
れ
ま
す
。

多
く
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
矢
部
常
次
》

（３） 71１０号

な
ん
ぶ
せ
ん

▼
今
週
、
ビ
ッ
ク
な
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
て

き
た
。
６
０
年
使
っ
て
き
た
『
原
発
』
を

と
う
と
う
停
止
し
た
ド
イ
ツ
だ
。
ド
イ
ツ

の
脱
原
発
は
１
９
８
６
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
を
契
機
に
２
０
０
２
年
に

脱
原
発
法
を
成
立
さ
せ
、
福
島
原
発
事
故

を
受
け
て
２
２
年
ま
で
に
全
原
発
停
止
を

決
め
た
。
最
後
の
３
基
を
停
止
さ
せ
る
予

定
が
、
コ
ロ
ナ
や
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
延
期
さ
れ
、
４
月
１
５
日
つ
い
に

原
発
の
幕
を
閉
じ
た
。
▼
そ
れ
に
比
べ
我

が
国
は
、
ど
う
だ
ろ
う
。
原
発
の
６
０
年

越
え
運
転
を
可
能
に
す
る
５
つ
の
関
連
法

案
の
国
会
審
議
が
進
ん
で
い
る
。
東
日
本

震
災
に
よ
る
福
島
原
発
事
故
か
ら
１
２
年

た
ち
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に

は
後
ろ
向
き
で
、
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
倫
理

観
は
、
今
の
自
公
政
権
に
は
全
く
見
当
た

ら
な
い
。
▼
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
Ｇ
７
の
環

境
相
会
合
に
汚
染
水
の
海
洋
放
出
提
案
を

行
い
、
お
墨
付
き
を
も
ら
う
日
本
の
提
案

は
、
修
正
さ
れ
、
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
）
に
よ
る
安
全
性
調
査
を
「
支
持
」

す
る
と
の
表
現
に
止
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、

ド
イ
ツ
の
レ
ム
ケ
環
境
相
は
、
会
合
後
の

記
者
会
見
で
『
原
発
事
故
後
の
日
本
の
努

力
に
は
敬
意
を
払
う
が
、
処
理
水
の
放
出

は
歓
迎
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
』
と
説
明

し
て
い
る
。
日
本
の
非
常
識
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。

シ
テ
ィ
ー
ボ
ー
イ

２０２３年５・１ 第９４回川崎メーデー
中原平和公園であいの広場（音楽堂前）
９時１０分会場 ９時３０分開会 集会後１１時４５分デモあり（



結
果
は
現
職
の
強
み
で
黒
岩

知
事
に
決
ま
り
ま
し
た
。
現
職

の
黒
岩
知
事
に
次
点
の
岸
牧
子

候
補
に
３
倍
近
く
の
票
で
当
選

を
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
、
黒
岩
知
事
の
言
動

が
と
て
も
怒
り
を
覚
え
ま
す
。

黒
岩
知
事
の
当
選
後
の
発
言
は

「
私
の
批
判
票
と
受
け
止
め
て

い
る
。
ゼ
ロ
か
ら
で
は
な
く
マ

イ
ナ
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
と

肝
に
銘
ず
る
」
と
記
者
会
見
で

の
発
言
で
す
。

黒
岩
知
事
に
１
票
を
入
れ
た

有
権
者
は
ど
う
思
っ
て
い
る
の

か
。
批
判
の
白
票
が
２
１
万
近

く
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

判
断
で
投
票
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
不
倫
を
し
た
こ
と

を
悪
い
と
は
思
っ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
当
選

し
た
、
市
民
か
ら
信
任
さ
れ
た

け
れ
ど
も
。
有
権
者
に
対
し
て

本
当
に
何
も
し
な
く
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
。
現
に
被
害
を
受
け

た
女
性
が
い
る
。
本
人
か
ら
の

謝
罪
も
有
り
ま
し
た
が
。

私
の
気
持
ち
と
し
て
は
本
人

か
ら
知
事
を
辞
任
し
て
責
任
を

取
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
て
、
有
権
者
に

反
省
し
ま
し
た
と
示
す
べ
き
で

は
一
般
市
民
で
も
不
倫
を
す
れ

ば
責
任
を
取
る
と
思
い
ま
す
。

ま
し
て
、
人
の
上
に
立
つ
知
事

で
す
か
ら
、
も
っ
と
慎
重
に
行

動
を
す
べ
き
と
思
い
記
事
を
書

き
ま
し
た
。

記
・
小
林

7110号 （4）

神
奈
川
知
事
選
に
つ
い
て
一
言

レ
ク
担
当

長
谷
川
清

川
崎
等
々
力
緑
地
釣
り
池
で
川
崎

支
部
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
釣

り
大
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
と
し
て
は
Ｊ
Ｒ
武
蔵
小

杉
駅
か
ら
バ
ス
に
て
５
分
位
。
等
々

力
緑
地
下
車
徒
歩
５
分
位
の
所
で
す
。

駐
車
場
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

（
た
だ
し
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
催
さ
れ
る

と
満
車
か
も
）

内
容
と
し
て
は
、
「
ブ
ル
ー
ギ
ル

撲
滅
作
戦
」
か
「
大
物
賞
」
か
「
沢

山
釣
っ
た
賞
」
な
ど
考
え
て
い
ま
す
。

釣
り
道
具
の
な
い
方
は
売
店
で
小
物

釣
り
竿
を
１
５
０
０
円
程
度
で
売
っ

て
い
ま
す
。

餌
も
１
０
０
円
で
赤
虫
を
売
っ
て
い

ま
す
し
、
春
の
一
日
を
の
ん
び
り
釣

り
で
も
し
ま
せ
ん
か
？

獲
物
は
コ
イ
・
ヘ
ラ
ブ
ナ
・
ク
チ

ボ
ソ
・
外
来
魚
の
ブ
ル
ー
ギ
ル
な
ど

で
す
。

入
場
料
大
人
７
５
０
円
子
供
２
０

０
円
。
参
加
費
は
無
し
に
し
て
入
場

料
を
個
人
支
払
い
。

そ
の
後
の
交
流
会
は
別
途
実
費
に
予

定
で
す
。

ブルーギル



（5） 71１０号

５月３日（水・休）
有明防災公園（東京臨海広域防災公園）開演１１時

主催：平和といのちと人権を！５・３憲法集会実行委員会

《
ア
ク
セ
ス
》

場
所
：
有
明
防
災
公
園

東
京
都
江
東
区
有
明
３
丁
目
８
番
３
５
号

電
車
：

○
東
京
臨
海
高
速
鉄
道
り
ん
か
い
線
「
国
際
展

示
場
」
駅
よ
り
徒
歩
４
分

○
ゆ
り
か
も
め
東
京
臨
海
新
交
通
臨
海
線

「
有
明
」
駅
よ
り
徒
歩
２
分

参
加
し
て
憲
法
に
つ
い
て
学
び
、

職
場
・
家
庭
で
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か

東京→広島コース

５月６日東京夢の島スタート集会,７日から９日川崎市内行進【詳しくは矢部まで連絡を】
【
５
月
６
日
】

ス
タ
ー
ト
集
会

１
１
：
３
０

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

１
２
：
０
０

東
京
・
広
島

コ
ー
ス/

ス
タ
ー
ト
集
会

夢
の
島
・
第
五
福
竜
丸
展
示
館

前
「
新
木
場
駅
」
下
車
徒
歩
１

０
分

１
３
：
０
０

夢
の
島
公
園

行
進
出
発

１
４
：
１
０

東
陽
公
園
着

（
東
陽
町
駅
付
近
）

１
６
：
３
０

日
比
谷
公
会
堂

前
付
近
で
流
れ
解
散
予
定

【
５
月
７
日
】

１
５
：
０
０

東
京
か
ら
神
奈

川
に
引
き
継
ぎ
集
会
（
多
摩
川

六
郷
土
手
公
園
・
宮
本
台
緑
地
）

川
崎
市
内

【
５
月
７
日
】
川
崎
区

９
：
３
０
大
師
公
園
集
合
集
会

出
発
９
：
４
０
～
大
師
駅
前
～

藤
崎
ク
リ
ニ
ッ
ク
１
０
：
４
０

（
休
憩
）

さ
つ
き
橋
～
銀
柳

街
～
稲
毛
公
園
１
１
：
５
０
集

会
・
解
散
１
２
：
３
０

１
４
：
３
０

東
京
か
ら
神
奈

川
に
引
継
へ
集
会

【
５
月
８
日
】
幸
区
・
中
原
区

稲
毛
公
園
９
：
０
０
集
合

出
発
９
：
３
０
～
遠
藤
町
～
幸

区
役
所
１
０
：
１
５
、
出
発
１

０
：
３
５
～
平
間
公
園
・
休
憩

出
発
１
１
：
２
０
～
平
間
駅
踏

切
～
中
原
平
和
館
１
２
：
１
０

中
原
平
和
公
園
着
集
合

昼
食
・

出
発
１
３
：
１
０
～
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
１
３
：
４
０

休
憩

～
法
政
通
り
～
武
蔵
小
杉
駅
１

４
：
４
０
・
解
散
１
４
：
４
５

【
５
月
９
日
】
高
津
区
・
多
摩
区
・

麻
生
区

９
：
０
０

集
合
・
高
津
区
役

所
前
広
場
、
出
発
９
：
３
０
～

上
作
延
交
差
点
～
東
高
根
森
林

公
園
１
０
：
３
０
休
憩
・
出
発

１
０
：
５
０
～
多
摩
区
役
所
１

２
：
１
０
昼
食
休
憩
・
多
摩
区

役
所
集
合
１
３
：
０
０
出
発
１

３
：
１
０
～
多
摩
警
察
署
～
寺

尾
台
第
１
公
園
１
４
：
２
０

休
憩
・
出
発
１
４
：
４
０
～
よ

み
う
り
ラ
ン
ド
前
駅
～
新
百
合
ヶ

丘
駅
～
麻
生
区
役
所
１
６
：
１

０
集
会
・
解
散
１
６
：
３
０

【
５
月
９
日
】
宮
前
区

宮
前
区
役
所
前
広
場
９
：
３
０

出
発
１
０
：
０
０
～
宮
崎
台
駅

前
１
０
：
４
５
、
解
散
１
０
：

５
０

戦
争
国
家
ス
ト
ッ
プ
、
非
核
平
和
な
日
本
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
を
め
ざ
し
て

み
ん
な
で
参
加
し
元
気
に
歩
こ
う

第
五
福
竜
丸
展
示
館
を
見

学
で
き
ま
す

集
会
前
に
見
学
を
‼

【
５
月
６
日

当
日
は
入
館
無
料
】

連
絡
先
：
矢
部

０
８
０-

５
６
４
６-

４
１
１
２



1 2
A

3 4 5 6

7 8

9 10 た

11 12 13 14

15

16 17 18

19 20

21 22

Ａ

労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

応募方法
回答はハガキ・FAX・メモで。回答図は要りません。

塗りつぶした所でＡから始めて言葉を作って下さい。。

当選者５名まで５００円相当の図書カード・クオカー

ド・ビール券を賞品としてお届け致します。

ヒント「要求実現の力」です。奮って応募下さい。

今後の日程
４月２１日（金）ワーカーズネット街頭頭談（川崎駅）１９：００～

２２日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
２３日（日）地本執行委員会（支部事務所）１４：００～
２６日（水）第９回未組織宣伝（久地駅）１７：３０～

第１７回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

ＪＡＬ宣伝（横浜駅）１７:３０～１８：３０
２７日（木）メーデー宣伝（登戸駅）１９：００～２０：００
２８日（金）崎陽軒第２回団体交渉 １９：００～
２９日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～

５月０３日（水）憲法集会（有明防災公園）メイン１３：００～
０６日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
１０日（水）第10回書記局会議（支部事務所）１６：００～１７：３０

第１１回支部報編集委員会（支部事務所）１７：３０～１８：３０

『未組織の組織化マニュアル』オンライン学習会１８：３０～２０：３０
１２日（金）ワーカーズネット運営委員会（ＺＯＯＭ）１８：３０～
１３日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
１７日（水）ＪＡＬ宣伝（第１ターミナル）

第１８回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～

１８日（木）夏季一時金統一要求日
２０日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
２４日（水）支部報７１１１号作業日（支部事務所）１３：００～

ヨコのカギ
①春に出てくる植物。漢字は土筆坊。
⑦オデンの中に入っている物。
⑧家の中を残らず探す事。
⑨近畿地方で太平洋側にある〇〇半島。
⑪肩をほぐすためにする。
⑭節分で「〇〇まき」。
⑮いろは歌。イ、ロ、ハ･･･。1～7まで。
⑯時の成り行き。政権交代の〇〇〇が･･･。
⑰物が燃えた後に残る物。
⑲集めた財貨、財産。巨額の〇〇を築く。
⑳TBSアナウンサー。〇〇〇紳一郎。

㉑鳥の羽。
㉒地震が来るという設定で避難〇〇〇〇。

タテのカギ
①石川さゆりの歌「･･･････冬景色」
②漢字読みは音と〇〇がある。
③青森の東部にある半島。恐山がある。
④大きくならないうちに消し止めた火事。
⑤今年の干支。
⑥日本特産種のカメ。
⑩役者が経験を積んで〇〇〇に付く。
⑫日本の芸術家。岡本〇〇〇。大阪万博。
⑬気体を含んで丸くなったもの。
⑭見当違いな事。
⑱永住を望んで他の国に移り住む事。

⑳漫画家「やなせたかし」の〇〇パンマン。


